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論　　文　　の　　要　　旨
　タイ国は水稲作をはじめとしてそ菜，果樹，工芸植物等農園芸業の極めて盛んな国である。そこで
は雑草防除は重要な作業の1つであるが，水田，畑地，果樹園，ゴム園など夫々の栽培形態や地域に
より優先雑草や問題雑草の種類や生態的特徴が異なり，防除技術が確立されていない。本研究が行わ
れた時点では除草剤の導入も末だしであり，雑草の変遷や生態的特徴も充分把握されていなかった。
そこでタイ国におげる主要雑草を選定1し，それらの生態的特徴を調べ，在来の雑草防除法と対比させ
ながら除草剤技術を導入する為の基礎的な研究を行うこととした。タイ国における農業耕種形態を考
慮しながら，気象条件，土壌条件などに合致した除草剤の使用方法を検討したか，その間，植物ホル
モソ作用を有する除草剤た硫安または尿素を添加して使用すると，除草剤の効果が著しく増大するこ
とを見出した。現場技術として発展させると共に，I℃標識除草剤を用いてこの増大効果の機構を攻究
した。同様の効果がg1yphosate（N－phosph㎝omethy1glycine）についても見られた。
　タイ国の水田では亙6ん｛ηoσんZo“閉8gα〃，136加㈱㈹閉g05舳，8助θηoCZω鮒ツZ舳加などが難防
除雑草となっており，畑地ではPθ励｛36玄舳μ荻θZZ砿μ肌P．クoZツ吻C伽o仏肋助oブ肋gθηゴσαZα地が
問題雑草の例として挙げられる。λ舳閉枕肋33伽03〃3，戸o伽Zα地oZ舳6ω，〃g加γ｛α
αゐcθη6θη∫εなどはタイ国耕作地に広く一般的に認められる優先雑草である。サトウキピやパイナッ
プル畑にはDα吻1㏄吻｛舳α昭ツ加㈹が認められ，東南アジア諸国でも名高い肋如7α施
○ツZ棚庇αやP刎桃物閉3θ玄o∫舳などもゴムや油ヤシ園，・果樹園の主要雑草である。その他水生雑草
として，励C肋o閉｛αぴα5∫伽3が河川，湖沼に激しく繁茂し，近時侵入したとされる〃伽o∫α加g閉が
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水路周辺にはびこって問題となっている。
　C〃θ伽γo切η肋3は世界の強害雑草の代表的な申のであるが，．タイ国でも他の弾草が防除されるに
従って優先化されてきている。
　C．ブo肋η肋3の防除に種々の除草剤を適用する試験を行った。C．ブo士舳∂附は多年生植物では塊茎よ
り発芽繁殖するので，その防除には植物体内宇下方肇動でき亭性写を拝つ除草剤でなげればなやず，
g工yphosateが最も除草活性が大であることを明らかにした。しかしg1yphosateは価格が高いので他の
薬剤の混合を試みた。Lかし試みた除草剤の大部分は反ってg1yphosateの作用に拮抗的に働き，特に
光合成阻害型の除草剤はその拮抗作用が大きかった。恐ら一くglyphosateの下方移動に影響を与えたも
のと推定された。2，4－D（2，4－dichorophenoxyacetic　acid）とa耐imtエiazo1e（3－amind■，2，4一打iazo1e）
はg1yphosateの作用に対して相乗的であっプこ。混合添加する．ことによりg1yphosate施用量を減ずるこ
とが可能である。
　各種物質の添加効果を調べていく中で，琉安，リソ安，尿素などがg1yphosateの作用を著しく増大
させることを発見した。温室内実験でC．70左舳肋∫の生存塊茎数が著しく減少した。しかし圃場試験で
はその効果は高くなかった。更に詳しく検討すると，圃場試験でもg1yphOSateの施用時期が雨期で雑
草の成長期の場合には添加効果が大きくなることが判明し，その時には施用したg1yphosateが植物に
到着する過程が律速にならないことが添加効果発現にとって重要であると考えられた。施用時期，方
法を考慮に入れれば，硫安添加効果が期待でき，g1yphosate施用量を節約できる可能性が示唆された。
　同様の硫安添加効果は2，4二Dについても得弓れた。C．γo彦閉あ3の防除についてg1yphosate以外の
除草剤の試験を行った結果では，2，4－Dに硫安添加したものと2，4－Dにtric！opyr（3，5，
6－trich1oro－2－pyridy1oxyacet1c　acid）を混合したものが相乗効果を示したが，giyphosateの効果と比較
すると若干劣った。
　一方，2，仁Dと類似の植物ホルモソ作用を持つ除草剤picloram（4－amim－3，5，6－trich1oropyr1dine－
carboxyhc　acid）と肋助肋ブ主舳αゐηo助oブ〃榊に対する除草効果を硫安が増大させる事を見出した。
1卿㈹切cψ〃庇αに対しては認められなか．った。小量の2，4－Dも添坤による相乗効果を示した。そ
こで重4C標識pic1oramを用いて硫安添加効果の機構を調べ．た。硫安を添加すると，植物による
董4C－pic1oramの吸収が著しく増加するが，pic1oramの体内移動や体内での代謝の速度には大きな変化
は認められなかった。2，4－D添加によ？てもpic1oram活性増大が認められるが，この場合
’℃一pic1oramの吸収は特に増大していないので，硫安添加効果とは別の麟構によるものと推測された。
p三Cioramの作用点（オーキ！イ作用の掻乱の推定）について硫安添加ρ影響を調べる必要があるヵミ，
pic1oramの吸収増加が硫安添加殉果の機構として重要な位置を占めると推定された。C．ブo玄舳肋∫，
肋声α苫oブ｛舳αゐπo助o閉榊以外の植物として〃加o∫αμg閉について，g1yphosateの除草活性に対す
る尿素の添加効果を調べたが，効果は認められなかった。植物の種類によって効果の程度が異なる様
であった。
　ゴ千，油ヤシ園やバイナッブル畑などで強害雑草と牟っている肋卿伽cツ伽肋6αは種子繁殖と
根茎繁殖の両方を行う植物で，草丈も高くなり東南アジアに広く分布する問題雑草である。
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giyphos盈teは現在の段階では最も適切な除草剤であるという結論が得られたが，高価格の為それに類
する結果が得られる除草剤を探索した。da1ap㎝（2，2－dich1oropmpi㎝id＆cid）が一定の効果を示した。
この場合3週問程度の問隔で連用する必要があり，また担体の液量が非常に多くなるという欠点が
あった。この点を改良する目的でda1ap㎝にassulam（methy1su1fani1ylcarbamate）を混用する試験を
行った。除草効果はda1ap㎝の連用施用に及ばなかったが，担体液量を250！／haにまで減少できた。
しかしその量では未だ充分と言えず，また除草効果も低い。
　最後に〃加o∫α加g閉の防除の為の除草剤導入について研究した。！960年頃から水路に繁茂し，有
刺の為家畜が水を飲むことを妨げる。その防除にはg1yphosateよりdic＆mba1が有効であった。
g1yphosateは種子発芽を阻害せず，また長い乾期を必要とするが，dicambaは種子発芽を抑制し，又
植物による吸収のされ方も速いので雨による流芒の影響が少ない。
　以上の例の他種々の耕種に対して除草剤技術の導入の試験を行ったが，特に多年生雑草の防除につ
いて顕著な成果を得た。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文はタイ国におげる種々の有用植物栽培地に生育する雑草の生態的特徴を提え，それを基礎と
して有効な化学的防除手段を考案することを主眼とした研究である。特に経済的に高価な除草剤をよ
り効率的に使用する方法を検討し，硫安を少量同時施行すると薬剤の効果が増加することを見出し，
実用的技術に迄開発した。一方，その効果を1℃標識除草剤の利用により更に詳細に研究し，硫安添加
により除草剤の吸収が増加するという機構を明らかにした。除草剤の導入を初めるに当って，一年生・
多年生の雑草の生態・生理を充分調査した上で効率的な除草剤使用方法を確立するという手順を明快
に示した先駆的研究と判断される。作用機構についての研究については必ずしも充分とは言えない面
があるが，いわぼ除草剤処女地への除草剤導入に関する方法論の確立に大きな貢献を為した点を考え
れば，将来の研究にゆだねても差し支えないことと思われる。
　よって，著老は農学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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